
In some regions of the world, young people (ages 15 to 24 years) comprise a large and rapidly 
growing segment of the population.  In Sub-Saharan Africa, where the total population is pro-
jected to double by 2050, the population of working-age people (from 25 to 64 years) is growing 
faster than in any other age group. Most countries in Asia and in Latin America and the Caribbe-
an have already witnessed a similar bulge of young people followed by a bulge at working ages. 

While it lasts, a relative increase in the working-age population offers an opportunity for ac-
celerated economic growth: the so-called “demographic dividend”. In this context, efforts 
to achieve the Sustainable Development Goals – such as ending hunger, ensuring healthy 
lives, promoting education and life-long learning, creating jobs, improving social protection
and reducing inequality – can reinforce these trends and lead to greater opportunities. At the 
same time, youth bulges can increase the challenge to public finances struggling to provide 
services to the young people today, as well as the challenge to the society in coming decades 
as it struggles to deal with its ageing population. 

Older persons (ages 65 and above) today comprise the world’s fastest growing age group. 
Globally, for the first time in 2018, older persons outnumbered children under the age of 
five, and by 2050, older persons will outnumber adolescents and youth (ages 15 to 24). Some 
regions, such as Europe and Eastern Asia, already face a considerable challenge in support-
ing and caring for their older populations. As life expectancy continues to increase, older 

The world’s population is expected to increase by two billion people, from 7.7 billion at present to 9.7 billion in 2050, 
before reaching a peak of nearly 11 billion by the end of the century as fertility rates continue to decline. During this 
period, the global population is projected to become more and more urban, while children below age 5 will be out-
numbered by persons aged 65 or above.

Half of global population growth between now and 2050 is expected to come from just nine countries: India, Nigeria, 
Pakistan, the Democratic Republic of the Congo, Ethiopia, Tanzania, Indonesia, Egypt and the United States of Amer-
ica (in descending order of increase). The population of Sub-Saharan Africa is likely to double, while the population 
of Europe is likely to shrink.

Meanwhile, people are on the move. While the percentage of international migrants has remained around 3 per cent 
of the global population over the past two decades, their number has increased by more than half since 2000. At the 
same time, the number of people forced to flee their homes has risen sharply due to protracted conflicts and could 
increase further due to climate change and environmental degradation. The vast majority of refugee and migrant 
flow are to countries in the global South.
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世界の人口は現在の77億人から2050年の97億人へと2億人増加した後、出生率の継続的低下を受け、今世紀末に110億人
でピークに達すると見られています。この期間を通じ、世界人口の都市集中が進む一方で、65歳以上の高齢者の数が5歳未満
の子どもを上回るようになります。

今後2050年までの人口増の半分は、インド、ナイジェリア、パキスタン、コンゴ民主共和国、エチオピア、タンザニア、イン
ドネシア、エジプト、米国というわずか9カ国で生じることになります（増加数の多い順）。サハラ以南アフリカの人口は倍増
する可能性が高いのに対し、ヨーロッパの人口は縮小するものと見られます。

その一方で、人々は移動しています。世界人口に国際移民が占める割合は過去20年間、ほぼ3％で一定していますが、2000年
以来、その数は50％以上も増えています。同時に、故郷を追われた人々の数は紛争の長期化により、急激に増えており、気候変
動と環境破壊の結果、さらに増大するおそれもあります。難民と移民の大多数は、グローバル・サウスの国々に流入しています。

人口構成の変化

若年人口の膨張 世界のいくつかの地域では、若者（15歳から24歳）が人口の大きな部分を占め、さらに急成長
しています。総人口が2050年までに倍増すると予測されているサハラ以南アフリカでは、労働
年齢人口（25歳から64歳）がどの年齢層よりも急速に増えています。アジアとラテンアメリカ・
カリブ地域のほとんどの国は、すでにこのような若年人口の膨張と、それに続く労働年齢人口の
膨張を経験しています。

労働年齢人口の相対的な増加が継続する間、経済成長加速の機会が生まれます。これがいわゆる
「人口ボーナス」です。この状況で、飢餓の根絶、健康な生活の確保、教育と生涯学習の促進、雇
用の創出、社会保障の改善と不平等の削減といった持続可能な開発目標（SDGs）の達成を目指す
取り組みは、このような動きをさらに補強し、さらに多くの機会をもたらす可能性があります。同
時に、若年人口の膨張は、今でさえ若者へのサービス提供に苦心している公共財政の課題のほか、
数十年後には、人口の高齢化への対処に苦しむ社会の課題を深刻化させるおそれもあります。

高齢化 高齢者（65歳以上）は現在、世界で最も急速な成長を遂げている年齢層です。全世界的に見て、
2018年には初めて、高齢者の数が5歳未満の子どもの数を上回っており、さらに2050年までに、
高齢者は若者（15歳から24歳）の数も上回るようになります。ヨーロッパや東アジアなど、い
くつかの地域はすでに、高齢者に対する支援とケアで大きな課題に直面しています。平均寿命の
延びが続く中で、高齢者は社会と経済でさらに大きな役割を果たすようになると見られます。私
たちはこの増大する年齢層に公的なセーフティーネットを提供するため、教育や医療、社会保障
の制度を適応させなければなりません。



人口構成の変化

移動する人々 はるか昔から、移住は人間に機会を提供してきました。国際移民、すなわち出身国以外で暮らし
ている人々の数は、2019年に2億7,200万人を数え、世界人口の3.5％近くを占めています。
2000年の時点で、この割合は2.8％にすぎませんでした。国際難民を最も多く受け入れている地
域はアジアですが、近年ではアフリカで最も大幅な増加が起きています。国際移住のほとんどは、
同じ地理的地域内で生じています。

人々の移動には、仕事や家族、教育など、多くの理由があります。しかし、暴力や迫害、窮乏、さ
らには気候変動によるものを含む災害により、故郷やコミュニティーを追われる人も増えてきて
います。こうした要因が重なった結果、この数十年で避難を強いられた人々は記録的な数に上っ
ており、2,600万人近い難民を含め、2018年には7,000万人を超えています。2012年以来、
国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）の保護対象となっている難民の数は、ほぼ2倍に増えまし
た。およそ5人に4人の難民が、その出身国に隣接する国で暮らしています。

人身取引犯は、移民の弱みに付け込んでいます。これは各国政府が2018年に安全で秩序ある正規
移住のためのグローバル・コンパクトを採択する一因となりました。この文書に法的拘束力はあ
りませんが、移住に関する国際協力を支援する枠組みとして位置づけられています。

都市の未来 2009年まで、農村部で暮らす人々の数は都市住民を上回っていました。現在では、世界人口の
55％程度が大小の都市に暮らしており、都市化率は2050年までに70％近くに達すると見られ
ています。都市人口増大の大部分は中国、インド、ナイジェリアをはじめ、出生率が依然として
高いアジアとアフリカで生じることになります。

移住と同様、都市化についても国と地方自治体による効果的な管理が必要です。現時点で、都市
は世界の陸地面積全体の2％未満しか占めていないにもかかわらず、全世界の国内総生産（GDP）
の80％と、炭素排出量の70％以上を占めています。都市化の速さと規模は、十分な住宅やイン
フラ、輸送の確保だけでなく、紛争や暴力という点でも課題を突きつけています。「都市貧困層」
に分類される人々は10億人に迫っていますが、そのほとんどは都市部のインフォーマルな居住地
で暮らしています。

同時に、デジタル経済や社会へのアクセスという点を含め、農村部に暮らす人々が取り残されな
いようにするためには、さらに大がかりな取り組みが必要です。小規模農家や放牧民、先住民は、
私たちの食料を生産し、自然資本を守るうえで欠かせない役割を果たします。

国連創設75周年（UN75)特集ページ（日本語）は以下をご覧ください。
    https://www.unic.or.jp/activities/international_observances/un75/
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